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平成 28 年度養殖衛生管理技術者養成研修実施概要 

 

養殖衛生管理技術者養成研修コースの構成 

名称 受講対象 研修内容 受講人員 
開催回数・

日数 
開催場所等 

本
科
コ
ー
ス 

地方公共団

体等が推薦

する者 

養殖衛生管理技術

者として必要な知

識、技術の講義、実

技研修 

基礎コース 

実習コース 

専門コース 

各 20 名程度 

各コース年

1回開催し、

1回 2週間

程度 

基礎コース 7月～8月 

実習コース 8月～9月 

専門コース 11 月～12 月 

公益社団法人日本水産資源

保護協会又は研修設備等が

完備された場所 

特
別
コ
ー
ス 

地方公共団

体等におい

て、養殖衛生

管理を担当

する者、並び

に協力する

者 

養殖衛生管理およ

び魚介類疾病に関

する最新かつ専門

的知識や、魚類防疫

員に協力する者と

して必要な知識、技

術についての講義、

実技研修 

20 名程度 

年1～2回開

催し、1回 2

日程度 

公益社団法人日本水産資源

保護協会又は研修設備等が

完備された場所 

選
択
コ
ー
ス 

地方公共団

体等が推薦

する者であ

って養殖衛

生管理対策

等に協力す

る可能性の

ある者 

養殖衛生管理対策

等に協力する者と

して必要な知識、技

術を本科で実施す

る講義、実技研修の

うちから選択 

基礎コース 

実習コース 

専門コース 

各 10 名程度 

各コース年

1回開催 

基礎コース 7月～8月 

実習コース 8月～9月 

専門コース 11 月～12 月 

公益社団法人日本水産資源

保護協会又は研修設備等が

完備された場所 

養
殖
衛
生
管
理
行
政
コ
ー
ス 

都道府県職員 

養殖衛生管理行政

および魚類防疫に

関する一般知識の

講義 

20 名程度 

年 1回開催

し、1～2日

程度 

公益社団法人日本水産資源

保護協会又は研修設備等が

完備された場所 
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1.本科コース 

 

地方公共団体等が推薦する者を対象として、養殖衛生管理技術者として必要な基礎知識、

技術の講義、実技研修を行うもので、基礎コース～専門コースを受講して修了する。 

 

1） 基礎コース 

（１） 開催日時 平成 28 年 7 月 26 日（火）～8 月 5 日（金） 

（２） 開催場所 公益社団法人日本水産資源保護協会 研修室 

（３） 受講者  29 名 

 

 

2） 実習コース 

（１） 開催日時 平成 28 年 8 月 22 日（月）～9 月 2 日（金） 

（２） 開催場所  ①寄生虫実習寄生虫実習 

   公益社団法人日本水産資源保護協会 

   ②ウイルス実習、細菌実習ならびに特論・演習Ⅱ 

 東京海洋大学 6 号館 4 階 大学院学生実験室 401 

 ③真菌実習 

 日本獣医生命科学大学 第 1 校舎 D 棟 324 実習室 

 ④特論・演習Ⅰ 

 公益財団法人目黒寄生虫館 研修室 

（３） 受講者  28 名 

 

 

3） 専門コース 

（１） 開催日時 平成 28 年 12 月 13 日（火）～21 日（水） 

（２） 開催場所 公益社団法人日本水産資源保護協会 研修室 

（３） 受講者  15 名 
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2.特別コース 

 

 本研修は、養殖衛生管理および魚介類疾病に関する最新かつ専門的知識や技術の習得を目

的としており、本年度は①「新しい水産防疫対象疾病の検査法等について」、②「異体類の

アクアレオウイルス感染症の診断法について」、③「観賞魚輸出業務に関わる意見交換会」

の 3 項目について開催した。 

 

①「新しい水産防疫対象疾病の検査法等について」 

（１） 開催日時 平成 28 年 7 月 15 日（金） 

（２） 開催場所 公益社団法人日本水産資源保護協会 研修室 

（３） 受講者  24 名 

 

②「異体類のアクアレオウイルス感染症の診断法について」 

（１） 開催日時 平成 29 年 2 月 22 日（水）13:45～17:15、23 日（木）8:45～11:20 

（２） 開催場所 国立研究開発法人 水産研究・教育機構 増養殖研究所 

（３） 受講者   18 名  

 

③「観賞魚輸出業務に関わる意見交換会」 

（１） 開催日時 平成 29 年 3 月 9 日（水）14:00～17:00    

（２） 開催場所 公益社団法人 日本水産資源保護協会 会議室 

（３） 受講者   26 名       

（４） 講師および演目 

 １．講演：「OIE と OIE コードについて」 

  国際獣疫事務局アジア太平洋地域事務所 小嶋規純（副代表） 

 

 ２．「観賞魚輸出業務に関わる情報交換会」に関するアンケート結果について 

（公社）日本水産資源保護協会 

 

 ３．「観賞魚輸出でのトラブル事例と対応について」 

新潟県内水面水産試験場 佐藤将（病理環境課長） 

 

 ４．情報交換 
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3.選択コース 

 

地方公共団体等が推薦する者で、養殖衛生管理等に協力する可能性のある者に対し、養殖

衛生管理等に協力する者として必要な知識および技術を習得する機会を与えるために設置

した研修コースである。受講者が養殖衛生管理技術者養成本科コースの科目を選択して受講

するものである。本年度は基礎コース 1 名、実習コース 1 名の受講者があった。 

 

 

4. 養殖衛生管理行政コースコース 

 

本研修は、主に行政担当者を対象として、養殖衛生管理行政および魚類防疫に関する一般

知識の講義を行い、養殖衛生管理行政担当者として必要な資質の向上を図ることが目的であ

る。 

 

（１） 開催日時 平成 28 年 7 月 26 日（火）～27 日（水） 

（２） 開催場所 公益社団法人日本水産資源保護協会 研修室 

（３） 受講者  7 名 


